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技術賞

概要
体系的な載荷実験に基づく、水平2方向外力下におけ
るU字形鋼材ダンパーの繰り返し変形性能評価法を構築
するとともに、複雑な地震時挙動を精度良く追跡できる
簡易な解析モデルを構築した。併せて、水平1方向のみ
を考慮した応答解析の結果から、水平2方向応答下にお
ける損傷や最大変形を推定する方法を提案した。また、
免震層の罫書き記録に基づく簡易損傷評価法を提案する
とともに、大地震時に受ける損傷を模擬した標準的な載
荷方法を構築した。

選評
U字形ダンパーはその性能と機構の明快さから免震構
造用の履歴ダンパーとして広く使われている。一方、水
平変形により履歴性状を示す構造要素が2方向の加力を
受けて大変形を生じる際は、その力学的性状は1方向加
力のものと異なってくることが、主として高減衰積層ゴ
ムの研究から近年明らかになってきている。本研究は、
U字形ダンパーの2方向動的加力実験を多角的に行い、
その特性を明らかにした。また、実験結果を簡易な解析
モデルによりシミュレーション可能とすると同時に、1
方向加力実験結果からの 2方向特性の評価法まで示し
た。本研究は以下の点において優れている。
・�一連の研究開発成果は、U字形ダンパーの健全な利
用に大きく貢献する。

・�精緻で論理的、且つほぼ必要十分な検討がなされて
いる。

・�学内に新設した実験装置を用いた構造部材の2方向
動的加力実験は、免震構造のみならず建築構造の研
究開発に新たな方向性を示した。
以上により、本研究を技術賞に選定した。（東野雅彦）

システム及び特記事項
免震層に設置されるダンパーは、地震時に水平2方向
に挙動することから、ダンパーの損傷評価においては、
水平2方向入力の影響は無視できない。本技術は、免震
構造用の履歴型ダンパーであるU字形鋼材ダンパーを対
象に、体系的に行った水平2方向載荷実験に基づき繰り
返し変形性能評価法を構築するとともに、複雑な地震時
挙動を精度良く追跡できる簡易な解析モデルを構築する
ことで、水平2方向入力を考慮した設計検討を可能にし
たものである。併せて、水平1方向入力のもとでの応答
解析結果から、水平2方向入力下における損傷や最大変
形を推定する方法を示し、略算的に水平2方向入力の影
響を考慮できるようにした。また、地震後の残存性能評
価において、罫書き記録における代表面積からダンパー
が受けた損傷を安全側に予測する簡易損傷評価法を構築
し、被災後に迅速にダンパーの残存性能を評価できるよ
うにした。このほか、大地震時に受ける損傷を模擬した
標準的な載荷方法を構築することにより、性能評価試験
や大地震後の抜き取り試験を合理的に行うことができる
ようにした。
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